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第６節　　　音　　　楽

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　小学校音楽科の目標を十分踏まえる（解Ｐ９）
　 　音楽科の目標⑴は、「知識及び技能」の習得、⑵は、「思考力、判断力、表現力等」の育成、⑶
は、「学びに向かう力、人間性等」の涵養を目指すことを示している。
⑵　音楽的な「見方・考え方」を働かせる活動を展開する（解Ｐ10～Ｐ11）
　 　音楽的な「見方・考え方」とは、音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音色、リズム、速
度、反復、呼びかけとこたえなどの音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え、捉えた
ことと自己のイメージや感情、生活や文化などとを関連付けることであり、音楽科を学ぶ本質的
な意義をなすものである。
　 　「見方・考え方」は、教え込むものではなく、思考、判断し、表現する一連の過程を大切にし
た学習の充実を図り、その中で児童が「見方・考え方」を働かせることができるようにすること
が重要である。児童が音楽を形づくっている要素を捉え、それらの働きについて思考する場面は
どこか、また、音や音楽をイメージや感情等と関連付けて考える場面はどこかという視点をもっ
て指導計画の作成を行うようにする。
⑶　「生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力」を育成する（解Ｐ11）
　 　生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力とは、解説編Ｐ11～に示されていると
おりである。生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育成するためには、生活や
社会の中の音や音楽の働きの視点から、児童が学んでいること、学んだことを自覚できるように
していくことが大切である。そのためには、児童が、思いや意図をもって表現したり、音楽を味
わって聴いたりする過程において、理解したり考えたりしたこと、音楽を豊かに表現できたこと、
友達と音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図って交流し共有したり共感したりしたこ
となどが、生活や自分たちを取り巻く社会とどのように関わり、また、どのような意味があるの
かについて意識できるようにすることが大切である。
⑷　指導内容の系統化を図る（解Ｐ４～５、15～18）
　 　学習指導要領では、従前のとおり音楽科における学年の目標及び内容を２学年まとめて示して
いる。このことは、音楽科で育成を目指す資質・能力が、学習の継続・発展によって高められる
という、音楽の学習の特性を考慮したものである。各学校では学年の目標及び内容に示している
指導事項について十分検討した上で、６年間又は９年間を見通して系統化や他の教育活動との関
連を図り、指導の効果を高めるようにすることが大切である。
⑸　児童や学校、地域の実態等を考慮する
　 　児童の音楽的な発達の段階や音楽経験、各学校の指導体制や教材、楽器等の整備状況、地域
の教育資源や学習環境などの実態を十分把握するとともに、「３指導計画作成に当たっての留意
すべき事項」３⑶「教科横断的」な視点や３⑷「社会に開かれた教育課程」との関連も考慮する。
２　指導計画作成の一般的な手順
　※１　各学校における音楽科の重点の設定
　　 　学習指導要領の目標等を十分研究した上で、地域や学校の実態等を考慮し、各学校の教育
目標が反映されるようにする。また、児童の心身の発達の段階や興味・関心、音楽経験等の特
性、保護者の意向などを反映していくことも大切である。

　※２　各学年の指導内容の配置
　　 　各学年においては、地域や学校の実態、児童の心身の発達の段階や特性等を考慮して具体
的な指導内容を適切に配置する。また、各指導内容と〔共通事項〕を関連させる。

　　ア　２学年間を見通した指導
　　　　学習指導要領では内容を２学年まとめて示しており、次のような取り上げ方が考えられる。
　　　・いずれの学年でも題材や教材を変えて繰り返し指導する。
　　　・ 児童の発達の特性などから扱う学年を一方にして指導する。
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　　　・ 楽器の演奏技術の習得のように長い期間をかけて
学習活動を展開する。

　　イ　教材や楽器の選択
　　　 　各学年で取り扱う教材や楽器を選択する際には、

学習指導要領に示された選択の観点を踏まえ、学校
や児童の実態等を考慮して適切に選択する。また、
学習指導要領に示された〔共通事項〕の意義を踏ま
え、表現と鑑賞の関連を図るよう適切に選択する。

　※３　年間指導計画の作成
　　 　各指導内容と〔共通事項〕を関連させるとともに、
「３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項」に
ついても十分配慮する。また、他教科・領域との関連、
指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を
高め合うようにする。

　※４ 　題材ごとの指導計画、単位時間ごとの学習指導案
の作成

　　 　年間指導計画を基に、題材ごと、単位時間ごとの学
習指導案を作成する。その際、指導目標を明確にする
とともに、評価規準を設定する。また、配慮を要する
児童への支援の方策を立てる。

　※５　指導計画の改善
　　 　授業実施後、指導計画の評価を行い、指導計画の改善を随時行う。さらに次年度の指導計
画作成に生かす。

３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解Ｐ109～110）
　・ 器楽演奏を行う際には、児童の実態に応じた目標を設定し、スモールステップで取り組む中で
達成感を味わいながら学習できるようにする。

　・ 多くの声部が並列している楽譜などは、拡大楽譜を用いて声部を色分けしたり、リズムや旋律
を部分的に取り出してカードにしたりするなど、視覚的に情報を整理するなどの配慮をする。

⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解Ｐ３～４、Ｐ103～105）
　 　音楽的な見方・考え方を働かせ、他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり音楽を聴いて
そのよさを見いだしたりするなど、思考、判断し、表現する一連の過程を大切にする視点から授
業改善を図ることが重要である。
⑶　「教科等横断的」な視点（解Ｐ４～５）
　 　音楽科における言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等としては、次のようなものが
考えられる。
　・ 言語能力…曲想や自分の思いや意図を、音楽を形づくっている要素、音楽に関する用語や記号
などを用いて説明する。

　・ 情報活用能力…自分たちの演奏をタブレット型端末やＩＣレコーダーに録音し、聴き比べたり
よさや課題を見付けたりする。

　・ 問題発見・活用能力…自分たちの歌唱について録音を基に振り返り、課題に気付いて、客観的
な理由や根拠を基によりよい音楽表現を生み出していく。

⑷　社会に開かれた教育課程（解Ｐ113）
　 　児童が学校内及び公共施設などの学校外における音楽活動とのつながりを意識できるようにす
ることが求められる。その例として、①地域の人的・物的資源の活用、②公共施設等の学校外に
おける音楽活動の実施、③郷土の伝統音楽・文化の伝承等が挙げられる。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解Ｐ110）
　 　道徳教育の全体計画との関連、指導内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合う
ようにすることが大切である。
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第２　指導計画の作成のための資料
　ここに掲げる資料は、各学校において年間指導計画等を作成する際の参考となるためのものである
⑴マトリックス表　［第１学年］
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⑵各題材の具体を示した表　［第１学年］
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⑶マトリックス表　［第３学年］



― 103 ―

⑷各題材の具体を示した表　［第３学年］
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⑸マトリックス表　［第５学年］
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⑹題材の具体を示した表　［第５学年］　
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第３　音楽における「知識」の捉え方　
　　 　音楽科における「知識」とは、児童が音楽を形づくっている要素などの働きについて理解し、
表現や鑑賞などに生かすことができるような知識である。このような知識は、表現や鑑賞の活
動を通して、実感を伴いながら理解されるようにするものであり、曲名や、音符、休符、記号
や用語の名称などの知識のみを指すものではない。児童一人一人が、体を動かす活動などを含
むような学習過程において、音楽に対する感性などを働かせて感じ取り、理解したものであり、
個々の感じ方や考え方等に応じて習得されたり、新たな学習過程を通して更新されたりするも
のである。

　　 　音楽科における「知識」の習得に関する指導に当たっては、主に次の２点が重要である。
　　① 〔共通事項〕を学習の支えとして、音楽を形づくっている要素などの働きについて実感を伴

いながら理解し、表現や鑑賞などに生かすことができるようにすること
　　② 音楽に関する歴史や文化的意義を、表現や鑑賞の活動を通して、自己との関わりの中で理解

できるようにすること
各学年・領域における「知識」の捉え方について　（→は、具体的な例）
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第４　我が国や郷土の伝統音楽に関わる指導の充実
　今回の改訂において、「我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、よさを一層味わえるようにしていく
こと」の「更なる充実が求められる」とされたことを踏まえ、第３学年及び第４学年で取り上げる
旋律楽器に、我が国の音楽のよさを感じ取ることができ無理なく取り組むことができる箏などの和
楽器が、新たに位置付けられた。今後は児童が我が国や郷土の音楽に愛着がもてるよう、指導の充
実を図ることが重要となる。そのため、我が国や郷土の音楽において、各領域間、各学年間で系統
的、発展的な指導計画を作成することが必要である。次の表は、本資料の年間指導計画に示された
我が国や郷土の音楽に関連する題材の関連性を示したものである。
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第５　指導内容の系統化
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第６　１単位時間の指導計画（第５学年）
　⑴題材名　　　　日本と世界の音楽の魅力を見つけよう 
　⑵題材の目標　　省略
　⑶指導事項　　　Ａ表現　　⑶音楽づくり－アイ、イイ、ウイ　
　⑷題材の指導計画（９時間扱い）

　⑸本時の目標　 反復、呼びかけとこたえ、変化などを生かして、友達と旋律をつなげて、まとま
りのある旋律をつくる。（７／９時間）

　⑹展　開

 

 
 

 

  
 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 


